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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第45期
第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 10,608 10,694 21,326

経常利益 (百万円) 2,165 2,075 4,301

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,216 1,182 2,353

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,178 1,203 2,392

純資産額 (百万円) 31,580 33,445 32,972

総資産額 (百万円) 37,711 39,906 39,330

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 92.83 90.17 179.50

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 82.5 82.1 82.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,236 1,913 4,536

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,241 △1,368 △2,945

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △746 △752 △805

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 8,195 8,527 8,734

　

回次
第45期
第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 46.61 42.74

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第45期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（当第２四半期）におけるわが国の経済は、一部において東日本大震災の復
興に向けた回復がみられましたが、円高の進行や世界的な金融市場の混乱等により、景気の先行きは不透明
な状況で推移いたしました。
このような経済情勢の中、安全・安心に対する社会的ニーズは、ますます多様化・高度化しており、当社
グループは、積極的な営業活動により売上の拡大を図るとともに、コストダウンの推進や業務の効率化を進
めることにより、業績向上に努めてまいりました。
　

セグメントの名称

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

金額(百万円) 構成比(％) 前年同四半期比（％）

〔セキュリティ事業〕 〔10,572〕 〔98.9〕 〔0.8〕

　セントラライズドシステム部門 7,283 68.1 1.0

　常駐システム部門 2,037 19.1 △ 1.2

　現金護送システム部門 474 4.4 △ 0.3

　安全商品売上部門 776 7.3 5.4

〔その他の事業〕 〔121〕 〔1.1〕 〔△ 1.6〕

合計 10,694 100.0 0.8

　
セキュリティ事業では、セントラライズドシステム部門においてオンライン・セキュリティシステムの
契約件数が順調に増加したほか、安全商品売上部門で、出入管理システムや高機能監視カメラシステムが堅
調に推移したことなどにより、前年同四半期比 87百万円（0.8％）増収の 10,572百万円となりました。
また、その他の事業は、メディカル事業の減収により、前年同四半期比 １百万円（1.6％）減収の 121百
万円となりました。
これらの結果、当第２四半期の売上高は前年同四半期比 85百万円(0.8％)増加し 10,694百万円となりま
した。営業利益は、オンライン・セキュリティシステムの契約件数増加に伴い、減価償却費等の機器費用が
増加したこと等により、前年同四半期比 89百万円(4.2％)減益の 2,043百万円となり、経常利益は前年同四
半期比 89百万円(4.1％)減益の 2,075百万円となりました。また、当第２四半期の特別損失で投資有価証券
評価損 51百万円を計上したものの、前年同四半期は固定資産除売却損 40百万円や資産除去債務会計基準
の適用に伴う影響額 20百万円等を計上したため、四半期純利益は前年同四半期比 34百万円(2.9％)減益の
1,182百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

[財政状態の変動状況]

　 前連結会計年度
当第２四半期
連結会計期間

増減

総資産（百万円） 39,330 39,906 576

負債（百万円） 6,357 6,460 103

純資産（百万円） 32,972 33,445 473

自己資本比率（％） 82.2 82.1 ―

総資産は、前連結会計年度末に比べて 576百万円(1.5％)増加し 39,906百万円となりました。主な増加要
因は、短期貸付金 500百万円、現金護送業務用現金及び預金 132百万円です。
負債は、前連結会計年度末に比べて 103百万円(1.6％)増加し 6,460百万円となりました。主な増加要因
は、前受契約料 58百万円、賞与引当金 57百万円です。
純資産は、前連結会計年度末に比べて 473百万円(1.4％)増加し 33,445百万円となりました。主な増加要
因は、当第２四半期純利益 1,182百万円であり、主な減少要因は、前期決算に係る配当金の支払 721百万円
です。
以上の結果、自己資本比率は、82.1％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて 206百万
円減少し 8,527百万円となりました。また、前年同四半期末に比べて 331百万円増加しました。

　

[キャッシュ・フローの状況]

　
前第２四半期
（百万円）

当第２四半期
（百万円）

増減
（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,236 1,913 △ 323

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,241 △ 1,368 △ 126

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 746 △ 752 △ 5

現金及び現金同等物の増加額 247 △ 206 △ 454

現金及び現金同等物の期首残高 7,947 8,734 786

現金及び現金同等物の期末残高 8,195 8,527 331

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、現金護送業務用現金及び預金の増減額が減少から増加に転じ
たことや受取手形及び売掛債権の減少額が減少したこと等により、前年同四半期に比べ 323百万円減少
し 1,913百万円の資金増加となりました。主な資金増加要因は、税金等調整前四半期純利益 2,031百万
円、減価償却費 708百万円であり、主な資金減少要因は、法人税等の支払額 816百万円です。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、短期貸付金の増加額が減少したものの、有形固定資産の売却に
よる収入の減少や定期預金の減少額の減少、有形固定資産の取得による支出の増加等により、前年同四半
期に比べ 126百万円減少し 1,368百万円の資金減少となりました。主な資金減少要因は、有形固定資産の
取得による支出 903百万円、短期貸付金の増加額 500百万円であり、主な資金増加要因は、有形固定資産
の売却による収入 36百万円です。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは 752百万円の資金減少となりました。主な要因は、配当金の支払
額 721百万円によるものです。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更
及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,109,501 13,109,501
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であ
ります。

計 13,109,501 13,109,501― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月30日 ― 13,109,501― 3,530 ― 3,401
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

セコム株式会社 東京都渋谷区神宮前１丁目５－１ 6,620 50.50

株式会社ノザワコーポレーション 新潟県新潟市西区青山３丁目３－25 1,461 11.15

モルガンスタンレーアンドカンパ
ニーエルエルシー
(常任代理人 モルガン・スタンレー
ＭＵＦＧ証券株式会社）

1585 Broadway New York, New York 
10036, U.S.A.
(東京都渋谷区恵比寿４丁目20－３
恵比寿ガーデンプレイスタワー）

808 6.17

THE BANK OF NEW YORK, NON-TREATY
JASDEC ACCOUNT
(常任代理人 株式会社三菱東京ＵＦ
Ｊ銀行）

GLOBAL CUSTODY, 32ND FLOOR ONE WALL 
STREET, NEW YORK NY 10286, U.S.A.
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１
決済事業部)

744 5.68

野沢　慎吾 新潟県新潟市西区 540 4.12

セコム上信越社員持株会 新潟県新潟市中央区新光町１－10 486 3.71

齋藤　麻衣子 新潟県新潟市西区 344 2.63

STATE　STREET　BANK　AND　TRUST
COMPANY
(常任代理人 香港上海銀行東京支店)

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS
02101 U.S.A.
(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

228 1.74

SGSS / SGBT LUX
(常任代理人 香港上海銀行東京支店)

SOCIETE GENERALE 29 BOULEVARD
HAUSSMANN PARIS-FRANCE
(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

218 1.67

THE BANK OF NEW YORK - JASDECNON-
TREATY ACCOUNT
(常任代理人 株式会社みずほコーポ
レート銀行決済営業部）

ONE WALL STREET, NEW YORK, NY10286
USA
(東京都中央区月島４丁目16－13)

154 1.18

計 ― 11,606 88.53

（注）オークツリー・ジャパン・オポチュニティーズ・ファンド・エルピー及びその共同保有者であるオー・シー・

エム・オポチュニティーズ・ファンド・ファイブ・エルピーから、平成23年６月２日付で関東財務局長に提出さ

れた大量保有報告書(変更報告書)により、平成23年５月27日現在で以下のとおり株式を所有している旨の報告を

受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。な

お、大量保有報告書(変更報告書)の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

オークツリー・ジャパン・オポチュ
ニティーズ・ファンド・エルピー

ケイマン諸島 グランド・ケイマン 
ジョージタウン ウォーカーハウス ピー
オー　ボックス 908 ジーティー ウォー
カーズ エスピーブイ リミテッド

805 6.15

オー・シー・エム・オポチュニ
ティーズ・ファンド・ファイブ・エ
ルピー

アメリカ合衆国 19808 デラウェア州 
ウィルミントン スィート400 センダー
ヴィルロード 2711

734 5.60
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,108,700 131,087 ―

単元未満株式 普通株式 801 ― ―

発行済株式総数 　 13,109,501― ―

総株主の議決権 ― 131,087 ―

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,092 10,877

現金護送業務用現金及び預金 ※1
 867

※1
 1,000

受取手形及び売掛金 349 303

未収契約料 874 886

有価証券 182 172

たな卸資産 ※2
 78

※2
 84

繰延税金資産 324 349

短期貸付金 12,400 12,900

その他 298 381

貸倒引当金 △13 △15

流動資産合計 26,453 26,939

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,518 4,519

減価償却累計額 △2,621 △2,666

建物及び構築物（純額） 1,897 1,852

機械装置及び運搬具 221 236

減価償却累計額 △171 △175

機械装置及び運搬具（純額） 50 60

警報機器及び設備 14,385 14,532

減価償却累計額 △11,441 △11,463

警報機器及び設備（純額） 2,943 3,068

工具、器具及び備品 368 371

減価償却累計額 △268 △272

工具、器具及び備品（純額） 99 98

土地 3,301 3,300

建設仮勘定 59 46

有形固定資産合計 8,351 8,426

無形固定資産

のれん 88 79

ソフトウエア 12 10

その他 4 3

無形固定資産合計 105 93

投資その他の資産

投資有価証券 2,394 2,349

長期前払費用 562 585

前払年金費用 645 676

繰延税金資産 478 480

保険積立金 228 240

その他 137 141

貸倒引当金 △26 △26

投資その他の資産合計 4,420 4,447

固定資産合計 12,876 12,967

資産合計 39,330 39,906
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 121 88

1年内返済予定の長期借入金 25 25

未払金 563 570

設備関係未払金 189 193

未払法人税等 850 894

未払消費税等 111 ※3
 114

未払費用 104 71

預り金 1,122 1,130

前受契約料 1,324 1,382

賞与引当金 524 582

その他 20 26

流動負債合計 4,958 5,079

固定負債

長期借入金 74 61

長期未払金 2 11

長期預り保証金 1,071 1,070

退職給付引当金 192 188

役員退職慰労引当金 26 24

その他 33 24

固定負債合計 1,399 1,380

負債合計 6,357 6,460

純資産の部

株主資本

資本金 3,530 3,530

資本剰余金 3,401 3,401

利益剰余金 25,472 25,933

自己株式 △0 △0

株主資本合計 32,403 32,864

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △87 △85

その他の包括利益累計額合計 △87 △85

少数株主持分 656 666

純資産合計 32,972 33,445

負債純資産合計 39,330 39,906
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 10,608 10,694

売上原価 6,293 6,431

売上総利益 4,315 4,262

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 35 33

役員報酬 68 61

従業員給料及び手当 903 920

従業員賞与 64 68

賞与引当金繰入額 155 159

退職給付費用 50 46

役員退職慰労引当金繰入額 0 2

法定福利費 155 161

賃借料 118 108

減価償却費 41 39

貸倒引当金繰入額 0 3

業務提携契約料 163 162

業務委託費 106 107

その他 318 345

販売費及び一般管理費合計 2,182 2,219

営業利益 2,132 2,043

営業外収益

受取利息 40 38

受取配当金 10 11

受取賃貸料 12 8

その他 19 21

営業外収益合計 83 79

営業外費用

支払利息 6 6

固定資産除売却損 ※1
 20

※1
 23

長期前払費用一時償却額 14 13

その他 10 4

営業外費用合計 50 47

経常利益 2,165 2,075

特別利益

固定資産売却益 － 7

特別利益合計 － 7

特別損失

投資有価証券評価損 － 51

固定資産除売却損 ※2
 40 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 20 －

過年度損益修正損 14 －

その他 1 －

特別損失合計 76 51
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

税金等調整前四半期純利益 2,088 2,031

法人税、住民税及び事業税 593 859

法人税等調整額 265 △29

法人税等合計 859 830

少数株主損益調整前四半期純利益 1,229 1,201

少数株主利益 12 18

四半期純利益 1,216 1,182
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,229 1,201

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △50 2

その他の包括利益合計 △50 2

四半期包括利益 1,178 1,203

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,166 1,184

少数株主に係る四半期包括利益 12 18
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,088 2,031

減価償却費 678 708

長期前払費用償却額 109 112

長期前払費用一時償却額 14 13

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 2

受取利息及び受取配当金 △51 △49

支払利息 6 6

固定資産除売却損益（△は益） 60 7

受取手形及び売掛債権の増減額（△は増加） 125 0

たな卸資産の増減額（△は増加） △24 △6

仕入債務の増減額（△は減少） △5 △32

投資有価証券評価損益（△は益） － 51

退職給付引当金及び前払年金費用の増減額 △43 △34

賞与引当金の増減額（△は減少） 47 57

前受契約料の増減額（△は減少） 85 58

未払消費税等の増減額（△は減少） △18 2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 △1

預り金の増減額（△は減少） △51 8

未払金の増減額（△は減少） △35 6

長期前払費用の取得による支出 △110 △149

現金護送業務用現金及び預金の増減額（△は増
加）

44 △132

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 20 －

その他 △18 26

小計 2,921 2,686

利息及び配当金の受取額 53 49

利息の支払額 △6 △6

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △731 △816

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,236 1,913

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却及び償還による収入 22 10

有形固定資産の取得による支出 △769 △903

有形固定資産の売却による収入 550 36

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

短期貸付金の増減額（△は増加） △1,300 △500

無形固定資産の取得による支出 △1 △0

定期預金の増減額（△は増加） 289 7

その他 △31 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,241 △1,368

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △12 △12

配当金の支払額 △721 △721

少数株主への配当金の支払額 △8 △9

その他 △5 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △746 △752

EDINET提出書類

セコム上信越株式会社(E05263)

四半期報告書

14/20



(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 247 △206

現金及び現金同等物の期首残高 7,947 8,734

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,195 8,527

EDINET提出書類

セコム上信越株式会社(E05263)

四半期報告書

15/20



【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

※１　当社及び子会社１社は銀行等の金融機関が設置し　

　　

　　ている現金自動受払機の現金補填業務を行っており

　　ます。現金護送業務用現金及び預金残高は、当該業

　　務に関連した現金及び預金残高であり、当社グルー

　　プによる使用が制限されております。

 

※２　たな卸資産の内訳

商品及び製品 29百万円

未成工事支出金 6百万円

原材料及び貯蔵品 42百万円

 

　　　　　　　　　　――――――　

 

※１　当社及び子会社１社は銀行等の金融機関が設置し　

　　

　　ている現金自動受払機の現金補填業務等を行ってお

　　ります。現金護送業務用現金及び預金残高は、当該

　　業務に関連した現金及び預金残高であり、当社グル

　　ープによる使用が制限されております。

 

※２　たな卸資産の内訳

商品及び製品 34百万円

未成工事支出金 12百万円

原材料及び貯蔵品 38百万円

 

※３　消費税等の取扱い

　　　仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、

　　未払消費税等として表示しております。

 

　４　偶発債務

　　　従業員の借入金９百万円について債務保証を行って

おります。

　４　偶発債務

　　　従業員の借入金９百万円について債務保証を行って

おります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※１　固定資産除売却損の内訳

警報機器及び設備 20百万円

その他 0　
合計 20　
　上記の固定資産除売却損は、事業活動の中で経常的

に発生するものであります。
 
※２　固定資産除売却損の内訳

土地 27百万円

建物及び構築物 12　
工具、器具及び備品 0　

合計 40　

※１　固定資産除売却損の内訳

警報機器及び設備 23百万円

その他 0　
合計 23　
　上記の固定資産除売却損は、事業活動の中で経常的

に発生するものであります。
 
　　　　　　　　　　――――――　

　

EDINET提出書類

セコム上信越株式会社(E05263)

四半期報告書

16/20



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金 10,331百万円

有価証券 199〃

　　　　計 10,530百万円

定期預金(３ヶ月超) △2,307〃

債券(償還期間３ヶ月超) △27〃

現金及び現金同等物 8,195百万円

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金 10,877百万円

有価証券 172〃

　　　　計 11,049百万円

定期預金(３ヶ月超) △2,522〃

債券(償還期間３ヶ月超) ― 〃

現金及び現金同等物 8,527百万円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日
定時株主総会

普通株式 721 55平成22年３月31日 平成22年６月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月22日
定時株主総会

普通株式 721 55平成23年３月31日 平成23年６月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメントは「セキュリティ事業」１つであり、開示情報としての重要性が乏しいため記載を省略

しております。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

報告セグメントは「セキュリティ事業」１つであり、開示情報としての重要性が乏しいため記載を省略

しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

報告セグメントは「セキュリティ事業」１つであり、開示情報としての重要性が乏しいため記載を省略

しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 92円83銭 90円17銭

 (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,216 1,182

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,216 1,182

普通株式の期中平均株式数(株) 13,109,501 13,109,485

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月11日

セコム上信越株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    森    　　　俊    哉    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    西　　村　　克　　広    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    丸　　田　　健 太 郎    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセコ
ム上信越株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セコム上信越株式会社及び連結子会社の平成
23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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